
「ありがとうございました」
校長 中熊 豊仁

「わあ、きれい。」
校舎の裏に、毎年一足早く咲く大きな桜の木があります。校庭の花々と共に、この桜の

花が咲くと、本格的な春の訪れが近いことを感じさせられます。目立たない所にあるので、
皆あまり気付きませんが、子どもたちに見せると一斉に声をあげます。青空に映えるピン
クの花びらが、寒い冬で内にこもりがちであった子どもたちの心まで一気に明るくしてく
れるようです。純粋に美しいものを美しいと感じ、そのことを表現できる子どもたちの姿
にほっとさせられます。

「寒くないですか。」「服を汚さないように気をつけてくださいね。」
正門で子どもたちを迎える合間に、門柱下の花壇の草をとっていると、こんな言葉をか

けてくれる子たちがいます。「せっかく服は、かっこいいのですから。」こんな冗談も言い
ながら浮かべる屈託の無い笑顔に、心が和み、うれしい気持ちになります。

私が子どもたちと交流できるのは、主に正門や校庭、廊下、校長室です。
「○○くんにプロポーズされて、こまっています。」（低学年）
「今はやっているぷくぷくシールをいっぱい集めて眺めていると幸せです。」（高学年）
ありとあらゆる話を子どもたちはしてくれます。そんな時の子どもたちは、とても純粋に、
何も考えずに、ありのままに話してくれます。ですから、そんなこと話しちゃっていいの
かなあと思うようなことまで、聞いてしまうこともあります。すぐに忘れるようにしてい
ますが…。でも、たいていは可笑しくて吹き出してしまうような話ばかりです。そんなふ
うに子どもたちと幸せな時間を過ごしているうちに、あっと言う間に、四季がめぐり、今
年も別れの季節がやってきました。

３月24日、いよいよ41名の６年生が錦江小学校を卒業します。正門で６年生の登校する
姿に接しながら、登下校路の道のりを何度往復し、そしてこの正門を何度通ったのだろう。
通る度に、一つ、また一つと成長したことを感じることができたのだろうかと思います。
私たちは、「子どもの声に耳を傾け、寄り添い、子どもと共に学ぶ教師」でありたいと思
いながら、子どもたちと共に過ごしてきました。私たちの関わりが、少しでも多く、子ど
もたちの成長につながっていることを願うのみです。

３年前の春、私は「綾織る海の錦江」で始まる校歌を
初めて聴きました。美しさ、力強さと共に、まさに、脈
脈と受け継がれてきた１４０年の伝統を感じさせられま
した。そして、「綾」とは、子どもと私たち教師、そし
て支えてくださる保護者や地域の皆さんであり、「綾織
る海の錦江」とは、皆の綾によって織られる美しき錦江
の情景であると思いました。また、「紫匂う桜島」は、
皆の熱さ、温かさだと思いました。そして、その時、常
にきらきらと美しく輝く錦江を目指して、子どもたちと
共に「学びの業にはげまなん」そう思いながら歌詞を口ずさみました。

子どもたちほどではありませんが、子どもたちや保護者・地域の皆様のおかげで、私自
身も子どもたちと共に「学びの業にはげみ」成長することができました。まさに「『教育』
とは『共育』」です。錦江の素敵な子どもたちとのお別れは寂しいですが、今後のますま
すの成長を楽しみにしたいと思います。３年間、お世話になりました。保護者・地域の皆
様をはじめ、多くの関係の皆様方に心より御礼申し上げます。



 
 
 
 
 
 


